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自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

券
を
巡
る
裏
金
疑
惑
問
題
で
、
東
京
地
検

特
捜
部
が
政
治
資
金
規
正
法
違
反
（
不
記

載
な
ど
）
の
疑
い
で
安
倍
派
（
清
和
政
策

研
究
会
）
と
二
階
派
（
志
帥
会
）
の
事
務

所
に
家
宅
捜
索
に
入
っ
た
。
大
学
教
授

の
告
発
か
ら
始
ま
っ
た
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
券
問
題
は
、
政
権
の
中
枢
を
揺
る

が
す
強
制
捜
査
に
つ
な
が
っ
た
。
い
ず
れ

も
会
計
責
任
者
が
政
治
資
金
収
支
報
告
書

に
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
収
入
を
記
載
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
額
は
安
倍
派
で
約
５
億
円
、

二
階
派
で
約
１
億
円
に
な
る
と
さ
れ
る
。

会
計
責
任
者
の
立
件
に
加
え
、
国
会
議
員

の
関
与
が
あ
っ
た
か
が
今
後
の
焦
点
と
な

る
。

　

ま
た
特
捜
部
は
、
安
倍
派
で
事
務
総
長

を
務
め
た
松
野
博
一
前
官
房
長
官
ら
幹
部

に
次
々
と
任
意
の
事
情
聴
取
を
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
、
改
選
期
の
参
院
議
員

全
員
に
資
金
を
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
（
還
流
）

し
た
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
２
年
７
月
ま
で
派
閥
会
長

だ
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
の
意
向
で
１
度

は
還
流
を
取
り
や
め
よ
う
と
し
た
が
、
議

員
の
反
発
を
受
け
て
同
氏
の
死
後
、
還
流

が
再
開
さ
れ
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

　
神
院
大
教
授
が
告
発

　

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
巡
る
裏
金

疑
惑
は
、
神
戸
学
院
大
の
上
脇
博
之
教

わ
れ
て
い
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
議
員
へ
の
還
流
は
政

治
資
金
の
透
明
性
な
ど
の
問
題
は
あ
っ
て

も
、
政
治
団
体
か
ら
議
員
へ
の
寄
付
と
み

な
さ
れ
、
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば

違
法
で
は
な
い
。
ま
た
、
同
法
は
会
計
責

任
者
の
処
罰
が
対
象
で
、
派
閥
の
実
務
を

取
り
仕
切
る
事
務
総
長
の
共
謀
や
、
資
金

の
還
流
を
受
け
た
議
員
の
責
任
を
問
う
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
み
ら
れ
た
。

　
安
倍
派
一
掃

　

こ
の
問
題
を
受
け
た
岸
田
文
雄
首

相
の
反
応
は
鈍
か
っ
た
。
派
閥
か
ら

１
０
０
０
万
円
超
の
還
流
を
受
け
た
と
さ

れ
る
松
野
博
一
前
官
房
長
官
の
こ
と
を
聞

か
れ
て
も
更
迭
を
否
定
し
、
捜
査
へ
の
影

響
を
理
由
に
「
発
言
を
差
し
控
え
る
」
と

言
い
続
け
た
。
そ
の
後
よ
う
や
く
、
当
面

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
自
粛
と
自
ら
が

会
長
を
務
め
る
岸
田
派
か
ら
の
離
脱
を
表

明
し
た
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

自
民
党
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
券
問
題
で

問
わ
れ
る
政
治
改
革

Ⅰ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

泉
　
洋
海

１０００万円を超える裏金を受け取った疑惑がある

授
が
、
自
民
党
５
派
閥
の
政
治
団
体
が

２
０
１
８
～
２
０
２
１
年
の
政
治
資
金
収

支
報
告
書
に
、
計
約
４
０
０
０
万
円
分
の

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
収
入
を
記
載
し

な
か
っ
た
と
し
て
、
政
治
資
金
規
正
法
違

反
（
不
記
載
・
虚
偽
記
入
）
容
疑
で
東
京

地
検
に
告
発
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。　

　

先
の
２
派
閥
の
ほ
か
、
茂
木
派
（
平
成

研
究
会
）
▽
麻
生
派
（
志
公
会
）
▽
岸
田

派
（
宏
池
会
）
―
だ
。

　

告
発
状
を
受
け
、
東
京
地
検
特
捜
部
が

派
閥
の
担
当
者
ら
を
聴
取
し
た
と
こ
ろ
、

複
数
の
派
閥
が
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
ノ
ル

マ
を
超
え
て
販
売
し
た
分
の
資
金
を
議
員

側
に
還
流
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

政
治
資
金
規
正
法
は
、
政
治
資
金
の
収

支
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
政
治
活
動
の
公

明
と
公
正
を
担
保
す
る
狙
い
が
あ
る
。
同

法
で
は
、
20
万
円
を
超
え
る
パ
ー
テ
ィ
ー

券
購
入
を
政
治
資
金
収
支
報
告
書
に
書
く

よ
う
義
務
付
け
て
い
る
が
、
20
万
円
以
下

は
記
載
し
な
く
て
も
よ
く
、
ザ
ル
法
と
い
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か
っ
た
。

　

松
野
氏
は
２
０
１
９
～
２
０
２
１
年
に

安
倍
派
の
事
務
総
長
を
務
め
る
と
と
も

に
、
自
ら
も
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
裏

金
を
受
け
取
っ
た
疑
惑
が
あ
る
。し
か
し
、

松
野
氏
は
朝
夕
の
官
房
長
官
会
見
や
国
会

で
還
流
に
つ
い
て
聞
か
れ
て
も
、「
政
府

の
立
場
で
あ
り
、
答
え
は
差
し
控
え
る
」

と
繰
り
返
す
ば
か
り
。
日
々
疑
惑
は
深
ま

り
、
も
は
や
政
府
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
と

し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い

た
。

　

自
民
党
派
閥
へ
の
世
論
の
反
発
を
受

け
、岸
田
氏
は
安
倍
派
の
閣
僚
や
副
大
臣
、

政
務
官
を
含
め
15
人
を
更
迭
す
る
方
針
を

決
め
た
。
と
こ
ろ
が
安
倍
派
か
ら
、
還
流

と
関
係
の
な
い
若
手
ま
で
を
交
代
さ
せ
る

こ
と
へ
の
反
発
が
高
ま
り
、
更
迭
は
松
野

氏
ら
４
閣
僚
と
副
大
臣
５
人
に
と
ど
め

た
。
党
要
職
の
萩
生
田
光
一
政
調
会
長
、

高
木
毅
国
対
委
員
長
ら
も
交
代
さ
せ
た
。

　

だ
が
、
二
階
派
に
も
捜
査
が
入
っ
た
こ

と
で
、
今
度
は
検
察
を
指
揮
・
監
督
す
る

法
相
が
同
派
の
小
泉
龍
司
氏
で
い
い
の
か

と
の
疑
問
が
浮
上
し
た
。
岸
田
氏
は
早
々

に
小
泉
氏
ら
の
続
投
を
表
明
し
た
が
、
安

倍
派
と
の
対
応
の
違
い
に
違
和
感
が
残

る
。

年明けのできるだけ早い時期に新組織を立ち上げる

１
９
８
９
年
に
自
民
党
が

「
政
治
改
革
大
綱
」
を
党

議
決
定
し
た
。
渡
海
氏
は

こ
れ
に
つ
い
て
も
「
俎
上

に
載
せ
て
議
論
し
、
新
た

な
大
綱
を
作
る
こ
と
が
い

い
の
で
は
」
と
述
べ
、
大

綱
見
直
し
に
前
向
き
な
姿

勢
を
見
せ
た
。

　

し
か
し
、
岸
田
首
相
の

動
き
は
鈍
い
。
当
初
、「
国

民
の
信
頼
回
復
へ
火
の
玉

と
な
っ
て
自
民
党
の
先
頭

に
立
つ
」
な
ど
と
話
し
て

い
た
が
、
年
内
に
具
体
策

　

さ
ら
に
岸
田
政
権
は
、
最
大
派
閥
で
あ

る
安
倍
派
を
一
掃
し
、
５
人
衆
を
失
っ
た

こ
と
に
よ
る
求
心
力
の
低
下
も
否
め
な

い
。
岸
田
派
は
50
人
に
満
た
な
い
第
４
派

閥
の
た
め
、
首
相
は
こ
れ
ま
で
、
麻
生
派

や
茂
木
派
を
立
て
つ
つ
、
最
大
派
閥
の
安

倍
派
の
人
材
を
重
用
し
、
頼
っ
て
き
た
。

こ
れ
を
失
っ
た
こ
と
で
、
保
守
系
議
員
と

の
バ
ラ
ン
ス
や
、
政
策
の
取
り
ま
と
め
な

ど
で
困
難
を
伴
う
局
面
も
出
て
き
そ
う

だ
。
裏
金
疑
惑
に
揺
れ
る
安
倍
派
の
一
部

が
、
岸
田
憎
し
で
政
権
か
ら
心
が
離
れ
て

い
く
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　
カ
ギ
は
政
治
改
革

　

今
回
の
党
人
事
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
だ
っ

た
の
は
、
75
歳
で
当
選
10
回
の
超
ベ
テ
ラ

ン
、
渡
海
紀
三
朗
元
文
部
科
学
相
の
政
調

会
長
起
用
だ
っ
た
。
渡
海
氏
は
衆
院
兵
庫

10
区
選
出
で
、
無
派
閥
。
下
馬
評
に
も
挙

が
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
岸
田
氏
に
近
い

麻
生
派
、
甘
利
明
氏
の
強
い
押
し
が
あ
っ

た
。
渡
海
氏
自
身
も「
青
天
の
霹
靂
」だ
っ

た
と
い
う
が
、
首
相
か
ら
打
診
を
受
け
て

「
私
で
よ
け
れ
ば
」
と
就
任
を
受
け
た
。

　

今
回
の
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
巡
る
裏

金
疑
惑
は
、
35
年
前
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
中
曽
根
康
弘
元
首
相

や
当
時
の
竹
下
登
首
相
ら
多
く
の
著
名
議

員
が
リ
ク
ル
ー
ト
・
コ
ス
モ
ス
社
の
未
公

開
株
を
譲
渡
さ
れ
、
批
判
を
浴
び
た
。
そ

の
後
、
竹
下
氏
へ
も
捜
査
の
手
が
伸
び
、

内
閣
総
辞
職
し
た
。

　

渡
海
氏
は
「
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
の
生
き

証
人
」
を
自
任
す
る
。
１
９
８
６
年
に
初

当
選
し
た
後
、
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
を
機
に

石
破
茂
氏
ら
と
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
政
治
研

究
会
」
を
結
成
し
、
政
治
改
革
を
提
言
。

そ
れ
が
、
新
党
さ
き
が
け
結
成
に
つ
な

が
っ
て
い
く
。
そ
し
て
リ
ク
ル
ー
ト
事
件

後
、
国
民
の
政
治
不
信
が
頂
点
に
達
し
た

は
示
せ
な
か
っ
た
。「
年
明
け
の
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
新
組
織
を
立
ち
上
げ

る
」
と
し
、
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
言
葉
を
濁
し
た
。
政
治
資

金
規
正
法
の
改
正
な
ど
政
治
改
革
に
つ
い

て
議
論
す
る
と
み
ら
れ
る
。

　

支
持
率
が
過
去
最
低
水
準
に
あ
る
岸
田

政
権
が
再
浮
上
す
る
に
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー

券
の
裏
金
疑
惑
か
ら
く
る
政
治
へ
の
不
信

感
を
払
拭
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

政
治
改
革
に
熱
心
な
渡
海
氏
ら
の
勢
い
を

力
に
で
き
る
の
か
正
念
場
を
迎
え
て
い

る
。


